
第３回小山市こどもラウンドテーブル アンケート結果【開催日 令和８年９月５日（土）】 

 

回答者数 

 第３回 第２回 第１回 ワークショップ 

全体 内訳 

２回以上参加 はじめて参加 

参加者数 ４４ ２６ １８ ５６ ５８ ５８ 

回答者数 ２５ １４ １１ ３０ ４０ ３２ 

回答割合 ５６．８％ ５３．９％ ６１．１％ ５３．６％ ６９．０％ ５５．２％ 

                                                   

問１ 全体の満足度                                                                   

 第３回 第２回 第１回 ワークショップ 

回答者数 割合 回答者数 割合 回答者数 割合 回答者数 割合 

とても満足 １４ ５６．０％ １２ ４０．０% 9 22.5% 14 43.8% 

まあ満足 １１ ４４．０％ １７ ５６．７% 25 62.5% 17 53.1% 

あまり満足ではない ０ ０．０% ０ ０．０% 5 12.5% 0 0.0% 

満足ではない ０ ０．０% ０ ０．０% 1 2.5% 0 0.0% 

未回答 ０ ０．０％ １ ３．３% 0 0.0% 1 3.1% 

 ２５ １００％ ３０ １００％ 40 １００％ ３２ １００％ 

 

問２ 満足度の理由や感想 

・多様な立場の参加者と率直な意見交換が出来た。 

・接点の少ない団体の活動内容や課題を知ることが出来た。 

・単独での取組ではなく、連携が重要であることを改めて実感した。 

・企業が参加したことでラウンドテーブルの広がりを感じた。 

・様々な団体や企業の話を聞けて感動した。 

・たくさんの方と挨拶が出来た。 

・情報コーナーがあったため、他団体の資料を見ることが出来た。 

・居場所づくりに関する具体的な取組が知れて有意義だった。 

・今まで知らなかった方と繋がれた。 

・自分の活動の糸口が見えた。 

・こどものために考えている企業や団体が多いことがわかった。 

・新しい気づきがあり勉強になった。 

・他団体と活動について共有できた。 

・何が出来るか考えるきっかけになった。 

・一人の方が長時間発言し、全員に回らなかった。全員が均等に発言できるよう、始めにタイム管理を決めると良い。 

 

問３ 他団体との連携・協力・居場所づくりに繋がるか。どのようなことが出来るか。 

・イオンモール小山では、「人が集まる場所」という強みを活かし、行政や団体の専門性と連携することで、こどもや保護

者が自然に地域と繋がれる機会を創出できると考える。例えばイベントの開催、情報発信、啓発活動への協力、企業と

の連携企画など。 

・企業との連携（企業での情報発信・ワークショップの開催）。 

・参加したことで知った居場所を、こどもや保護者に案内する。必要な情報をつなぐ。 

・市役所や出張所などで団体のチラシを設置。 

・他団体の活動に足を運び、見て、自分たちの団体で何が出来るのかを考える。 



・友の会の活動の場（ホールや調理室など）を他団体に貸出可。 

・既存の居場所に行政や団体等の専門職が出向き、相談に応じる。 

・イベントなどでの協力。 

・ラウンドテーブルで顔を合わせ、対話し、意見を交わすことで、スムーズな連携・協力に繋がる。 

・各団体が出来ることや情報の共有。 

・自治会内で意見を出していく。 

・育成会役員として他地区との連携・協力。 

・団体や企業の活動を市のホームページや子育てサイトに掲載する。プラットフォームは市のホームページではないか。 

・行政の広報を使っての周知。 

・困っている方や若者達は行政に相談場所があっても敷居が高い。利用しやすい場所にそっとあり、ちょっと話したい時

に入れる居場所的な所があると良い。専門的立場の方達がバックアップし、そこから色々な機関に繋ぐ。 

 

問４ 自由記入 

・ラウンドテーブルに新しい参加者を巻き込んでいくためにも、今までの参加者が周りに内容を伝え、参加を促すと良い

のでは。 

・ラウンドテーブルで知り合い、交わって、共にできることを考える時間を大切にしたい。 

・行政にお願いするのではなく、自分に何が出来るか、自分が出来そうなことを話し合う事が大切。 

・支援者を支える体制を整えない限り、今できている活動の継続も難しいのではないか。 

・心理的安全性が保たれるとよい。 

・こどもの居場所、こどもの見守りを考えるのであれば、自治会単位にも受け入れてもらうことが必要。 

・困って支援施設にいるこども及び施設にも支援して欲しい。 

・企業と民間団体の目的を合致させるのが難しいことに気が付いた。 

➡企業が示す条件に見合わない団体は容易に利用することが出来ない。 

・こどもの居場所や見守りは地域の人達が担い、そこにノウハウや資源を持っている企業が介入。地域と企業との連携

を行政が担うことで継続が可能になるのでは。 

・今後は意見交換だけでなく、具体的な連携事例や実践に繋がる機会が増えると良い。 

・別の企業にもラウンドテーブルに参加してもらうことでもっと広がるのではないか。 

・こども達の意見を取り入れたいことから、小中学生にはイベントの際に意見を聞き、高校生・大学生にはラウンドテーブ

ルに参加してもらいたい。 

・ネットワークづくりを官民で連携できる仕組みがあると良い。 

・机上論で終わらない方向性を。 

・ラウンテーブルで出た貴重な話を市民に共有してほしい。 

・紀政策アドバイザーの話が聞きたい。 

・模造紙のワークではなくフォーマットの入力に変更したことで時短になっていた。 

・開始前・開始後に交流の時間があったのが良かった。 

・時間の管理が良くできていた。 

・時間が足りない。もっとたくさんの話を聞きたかった。 

・同じグループ以外の団体の活動紹介も聞けると良かった。 

・他の活動団体との交流(グルーピング)を図って欲しい。 


